経年劣化積層ゴム支承の耐震性能低下原因に関する一考察 by 林, 訓裕 et al.
Title経年劣化積層ゴム支承の耐震性能低下原因に関する一考察
Author(s)林, 訓裕; 足立, 幸郎; 上田, 勝久; 肥田, 肇; 坂本, 直太; 五十嵐, 晃









 阪神高速道路(株)  正会員 ○ 林 訓裕 阪神高速道路(株) 正会員  足立 幸郎 
 阪神高速道路(株) 正会員 上田 勝久 阪神高速道路(株) 正会員 肥田 肇 





















 終局試験後の破断面の目視観察を行い，どこで破断したかを調査した．写真-2の上 2 枚は劣化支承 G5 及び 
 
 キーワード ゴム支承，経年劣化，耐震性能，接着層 
 連絡先   〒552-0006 大阪市港区石田３－１－２５  阪神高速道路(株)大阪管理部 ＴＥＬ06-6576-3881 
写真-2 破断面観察（上左：G5，上右：G7，下：G5 ﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ） 写真-1 劣化支承 G5 の終局限界試験画像 
表-1 試験項目一覧 
測定項目 規格値
① 載荷試験画像分析 破断過程状況 ―
② 目視観察 破断面状況 ―
引張強さ 15N/mm2以上
破断伸び 550%以上
④ 硬さ試験 JIS硬さ 60±5
⑤ 接着剤はく離試験 接着性能 7N/mm以上
⑥ 組成分析 溶存酸素量 ―








G7 の破断面状況である．G5 の破断位置は下鋼板とゴムの境界部であり，鋼板面の発錆も確認された．G7 の
破断位置は前述のとおりであり，他の劣化支承も同様であることから，破断の支配的部位はゴム層ではなく，
ゴムと鋼板との接着界面であると考えられる．さらに G5 の破断面をマイクロスコープ撮影したものを写真-2
























の調査，土木学会第 69 回年次学術講演会，Ⅰ-315，2014. 
図-1 接着はく離試験結果（左：①下鋼板部，中：②リングプレート部，右：③下フランジ部） 
 
e 供試体 
図-2 ラップシェア試験の供試体及び結果 
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